










































































































































































































































 また1ま  x-CO～Et/Y=NH2,z一CN
 しH)
 一11一
審査結果要旨
 数年前に著者の属する研究室において2一ハロトロホンないし2一メ1・キシトロホンにシャン酢
 酸エチル(1)を働かせることによって容易にアズレン誘導体が合成出来ることが見出されたが,
 著者はヒノキチオール(II)にこの合成法を適用することによって種☆のイソプロピルアズレン
 誘導体の合成を行ったもので,8章からなっている.
 著者はまづ(II)から導かれた2一ク・ルー4一イソブ・ピル1・・ボγ(III)に(1)をf乍用させて
 得られる主生成物が6一イソプ・ピルアズレンに関係づけられたことから,この際異常縮環反応
 が起つたことを確認した.なお副産物中の二つについても構造を決めることができたが,(III)
 の異性体のクロルトロボンから得られる多数の非アズレン系の生成物は決定するに至らなかっ
 た.
 (II)のメチルエーテル(IV)は正常反応によって6種類の5一イソプ・ピルァ.ズし/ン誘導体を
 得たが,これらは何れも2位にアミノまたは水酸2卜堅をイ・∫し,支た1位.15よび3位にはエ1・キシカ
 ルボニル基ないしシヤノ基を有するが,11立と3位1に異種のJI甚を有するぜ、のについてI」llでソプロ
 ピル側鎖との相互関係までは決定することができ'なかった.これはシヤノ」、㌧が加水分解に対して
 特に安定なためであるが,物理的方法にLヒつて決めることが亡Il擁しい.著都,嫉たに(IV)対す
 る(1)の反応に於ける条件を検討した結果,ナトリウムアルコラートのモル比によって生成物の
 割合に著しい差のあることを見1一目した.著名'は、きらにこれらの生成物の脱アミノ1ヒ,エトキシカ
 ルボニル基の完全または部分的脱離,2位をクロルに変えた化合物のア二才ノイド反応などによ
 って大ll:「1分はIIlll造の確立した約50種の新しいアズレッ誘導体を合成した.な.15著者は2一ア1ノ
 ァズレン誘導体の前例にならって,2位にアミノまたは水酸基を持つ5一イソプロピルアズレン
 誘導体に対する7員環上¢)カチオノイド反応を試入,モノお、ヒびジブ・ム化合物などを純粋に取
 出すことができた.また天然系アズレン類合成の予備実験として4一イソプロピルー7一メチルトロ
 ポ・ンのメチルエーテルに対してこのアアズレγ合成法を適用して,収率は良好でないが,2種
 のアズレン誘導体を得ることができた.
 要するに著者はヒノキチオールより出発してアズレン誘導体が得られる際の各種生成物の構造
 並びに反応のしかたを詳細に検討し,多数の新しいアズレン類の構造を決定した,これは著者の
 実験技術のすぐれていることを証するものであり,アズレノイド化学に寄与したところが多い.
 依って浅野隆は理博士の学位を受げる資格あるものと、認める.
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